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平成 29 年 4 月 7 日 

株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント 

 

家事はほどほど 好きなことに注力したいアラフィフ女性 
― 『R&D Around50 レポート 2017』発行 ― 

 

株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント（所在地：東京都新宿区、代表取締役：五十嵐 幹）は、

今後注目すべき層としてアラフィフ（45-54 才）女性にフォーカスし、LINE でのやりとりや座談会で彼女

たちのホンネに迫る「Around50 コミュニティ」を運営しております。 

このたび本コミュニティから得られた知見と、R&D 独自調査である生活者総合ライフスタイル調査

｢CORE｣のデータを用いて、アラフィフ（以下「ar50」）女性の姿を分析した『R&D Around50 レポート

2017』を発行いたしました。 

今回は本レポートの中から「家事への意識」に関するデータをご紹介いたします。 

 各時代の ar50女性を比較すると、現 ar50女性は「レジャー活動」に力を入れていきたい人の

割合が高い。 

 現 ar50 女性は家事とレジャー活動で力を入れていきたい割合の差が最も小さくなっている。 

 

 

“家事もするけど レジャーも楽しみたい” 

（図１） 家事 VS レジャー活動 力を入れていきたい割合 
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（出典）R&D「CORE1995～2015」各年より（Around50レポートに掲載）
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 各時代のar50女性の預貯金目的を比較すると、現ar50女性は上の年代に比べて旅行・レジャ

ー目的が高い。 

 

 自由に使えるお小遣いは「元気のもと」「心の栄養」と、自分自身が前向きでいるための費用と

して使われている。 

 旅行といった大きな出費を伴うものだけでなく、友人とのランチや音楽・美術鑑賞など、日常で

のささやかな楽しみも使いみちのひとつ。 

 

 “将来の備えはしつつも レジャーのための預貯金にも前向き” 

“「自分のレジャー」に時間もお金も使いたい” 

（図２） 預貯金の主な目的 （3 つまで選択）（上位項目のみ抜粋） 

（図３） 自由に使えるお小遣いの使いみち （Around50 コミュニティでの発言より抜粋） 
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（出典）R&D「CORE1995～2015」各年より（Around50レポートに掲載）

今はEXILEからパワーを貰って生きているので、
ライブのチケット代やCD代、遠征代です。

友達とのランチです。私も友人と過ごす時間が元気のもとです。

お芝居、映画、美術館や展覧会へ行く費用は、
まとめるとかかっていると思います。心の栄養は大事なので。

お小遣いの使いみち

（出典）R&D「Around50コミュニティ」（Around50レポート記載内容より抜粋）
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 「家事は家族のために私がすべき」という価値観から脱し、「自分がやりたい」家事に対しては

一生懸命、そうでないことはそこそこで良いという割り切りをしている。 

 苦手・嫌いな家事の克服法として、積極的に家族やプロに「アウトソーシング」したり、最新の

お役立ち「便利アイテム」を活用するなど、上手に“頼る”方法が挙げられている。 

 

 現 ar50 女性とその母親の ar50 時代では家事への価値観が大きく異なっている。毎日

家事ばかりだった母親世代と比べて、現 ar50女性は家事ばかりでなく自分の楽しみに

も時間を使っている。 

 

“ストレスをためないため 家事はほどほどに「割り切り」” 

“母娘で異なる家事への時間のかけ方” 

（図４） 苦手・嫌いな家事とその克服法 （Around50 コミュニティでの発言から抜粋） 

 

 

（図５） ar50 の頃の親と今 ar50 の私（Around50 コミュニティでの発言から抜粋） 

 

母は専業主婦で一日3食きちんと食事を作り、掃除も毎朝
雑巾がけ。私は働いていて掃除機は週に1-2回で雑巾がけは
めったにしないし、外食、お惣菜ですますことも多い。

母はずっと専業主婦で家事をしっかりこなしていたけど、
私は家の事はそこそこやりながら、仕事にやり甲斐を見いだす。

専業主婦の母 vs 仕事している私

夫に従う母 vs 自由気まま私

父が頭が固く、母は結婚後はずっと専業主婦で、習い事も友達
とのランチもできず外出がままならなかったが、私はずっと仕事
をし、習い事も友だちとのランチもする。母のような生活は考え
られない。

（出典）R&D「Around50コミュニティ」（LINE投稿集 ｢親がar50だった頃と今の自分との比較・親から受けた影響｣より抜粋）

家事を家族で分担

ハンカチはミニタオルに、ワイ
シャツはノーアイロンの形状記憶
にして、アイロンがいらない生活
に変えました。

片付けはプロのお掃除名人に来て
もらってアドバイスしてもらえた
らと思います。

苦手なものを無理に克服する必要
はないと思います。アウトソーシ
ングがいいと思います。家族でも
他人でも。

家事は好きではないので
働きに出ているんです。

やれる範囲のことをすればいいの
では？スーパーマンじゃないので。

自分が便利だと思えることは利用
しようと考えて、ルンバ。重い掃
除機の出し入れを考えたら楽。

プロに頼む

苦手な家事はできるだけアウト
ソーシング。食洗機と夫の手を頼
りにしています。

苦手意識 割り切り

家事によるストレス

（出典）R&D「Around50コミュニティ」（LINE投稿集 ｢好きな家事・嫌いな家事｣より抜粋）

解決策①：アウトソーシング 解決策②：便利アイテムでカバー
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◇自分の楽しみをあきらめたくない ar50 女性 

今回、現 ar50女性の特徴を見るために、現 ar60、現 ar70女性が ar50だった頃の意識や価値観

を比較しました。現 ar50 女性は家事はほどほどに行う一方で、レジャー活動への注力意欲は高くな

っていることが明らかとなりました。 

彼女たちにとって家事（それも苦手なもの）は「好きなことを行う時間が削られてしまう行為」であり、

これをストレスとして感じてしまっているといった声も多く聞かれます。「家事は家族のために私がす

べき」という価値観から自分の楽しみをある程度制限した上の年代と比べて、日々を忙しく過ごす中

でも、自身の楽しみに対して時間やお金を割くことを厭わない、ポジティブな一面を持っているようで

す。 

◇家事を割り切り、「私の自由で楽しい時間」を生み出す 

今の ar50 女性は、社会に出る頃に雇用機会均等法が施行され、女性の社会進出が進むなど、

生き方の選択肢が多様化した社会のトップランナーとして生きてきた世代です。そのため、生き方と

同じように家事でも「私は何をやりたいか、やりたくないか」の取捨選択を行っています。 

合理的に割り切り、柔軟な考え方を持つ今の ar50 女性は、苦手な家事に対してはアウトソーシン

グや便利アイテムの活用といった対処でうまく乗り切っているようです。 

彼女たちの最大のニーズは「自分のしたいこと」をすることであり、しかも「したいこと」をたくさん持

っています。たくさんの「したいこと」に優先順位をつけていて、「最もしたいこと」のために他を割り切

る合理性も持ち合わせています。 

彼女たちの「最もしたいこと」に注目することも必要ですが、この合理的な割り切りにも注目し、そ

れらをサポートするモノやサービスを提供していくことも必要だと思われます。どんな割り切りのホン

ネがあるのか、それを探るためにも「Around50 コミュニティ」をぜひご活用ください。 

 

今回発表いたしましたデータを含む『R&D Around50 レポート 2017』は、Around50 コミュニティメンバー

によるオンライン上での発言をまとめた LINE投稿集とセットで、125,000 円（税別）にて販売しておりま

す。 

詳細につきましては弊社ホームページ http://www.rad.co.jp/ をご覧ください。 

R&D 発 生活者インサイト 

http://www.rad.co.jp/
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■会社概要■ 

会社名： 株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント 

所在地： 〒163-1424 東京都新宿区西新宿 3-20-2 

代表者： 代表取締役社長 五十嵐 幹 

資本金： 30,000 千円 

設立 ： 1968 年 1 月 17 日 

ＵＲＬ： http://www.rad.co.jp 

事業内容：マーケティング・リサーチの企画設計、実施及びコンサルテーション 

     経営・マーケティング活動の評価及びコンサルテーション 

≪引用・転載時のクレジット表記のお願い≫ 

本リリースの引用・転載時には、必ず当社クレジットを明記いただけますようお願い申し上げます。 

＜例＞「(株)リサーチ・アンド・ディベロプメントが実施した調査によると・・・」 

■お問い合わせ先■ 

●本分析担当： 

  株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント セールスプランニング部（大竹） 

●本資料に関するお問い合わせ： 

  株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント セールスプランニング部（小林） 

TEL：03-6859-2281    e-mail：radnews@rad.co.jp 

 

 

■生活者総合ライフスタイル調査システム 『CORE』■ 

調査名： CORE マスター調査 

調査地域： 首都圏 40ｋｍ圏（調査地点 200 地点） 

調査対象： 18～79 歳男女個人 

サンプル数： 有効回収 3000 サンプル （人口構成比に合わせて、性×年代別を割付） 

サンプリング手法： 住宅地図を用いたエリアサンプリングで抽出 

調査手法： 訪問・郵送併用の自記入式留置調査 

調査実施時期： 毎年１回 10 月実施 

※『CORE』は、株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメントの登録商標です。 

 

■バブル体験世代・プレシニア世代のホンネを知る『Around50 コミュニティ』■ 

調査手法： LINE によるオンラインコミュニティ＆インタビュー・座談会 

調査対象： 45～54 歳女性 

メンバー数： 43 名(2017 年 1 月現在／リビング新聞読者モニターより選出） 

調査時期： 2016 年 5 月より継続運営 

■R&D Around50 レポート 2017 概要■ 

価格： 125,000 円（税別） 

納品物：  冊子 一冊（全 90 ページ） ＋ デジタルデータ版（PDF ファイル）＋ 

 Around50 コミュニティ LINE 投稿集（１テーマ分）１冊 

各種公開データに加え、生活者総合ライフスタイル調査｢CORE｣や｢Around50 コミュニティ｣

など、R&D が持つ独自の情報を盛り込んだ、R&D オリジナルレポート 

http://www.rad.co.jp/

